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Abstrakt
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1) Erscheinung bei Kant,Berlin,1971
2) Kant und das Problena der Dinge an sich,
Bonn,1974
釈で彼は くDing an sich)をめぐる諸問題の解
決をめざすだけではない。それ以上に彼が狙っ
ているのは,彼によれば体系的に完結していな
いカントの超越論哲学を,プラウス自らが体系
的に構築することである。以下見ていくことに
するプラウスの解釈がもし妥当なものであると
すると,〈Ding an sich〉をめぐる問題にとどま
らず,カント哲学の全体に対しても再検討を迫
られることになろう。また我々日本人にとって
は,(Ding an sich〉の訳出―一従来これは「物
自体」と訳されてきたが一 についても再考し
なければならないだろう。
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